
◎基本情報

主

副

○ 対象 ● 対象外 ○ 対象 ● 対象外

● 経常経費 ○ 臨時的経費

○ 内部管理　　 ○ 法定経費 ○ 指定管理

○ 直営　 ○ 一部委託 ○ 全部委託　 ● 補助助成　 ○ その他

◎事業費

計（事業費＋人件費） 37,841 39,232 35,877 39,232

事業費

の内訳

令和3年度決算

３５，８７７千円

令和4年度予算

３８，５１２千円

人工 0.1 0.1 0.0 0.1

人件費 720 720 0 720

事業費 37,121 38,512 35,877 38,512

うち特定財源 0 0 0 0

（単位：千円）

令和2年度決算 令和3年度予算 令和3年度決算 令和4年度予算

0 年度

関連法令・条例・
要綱等

札幌市社会福祉法人等助成条例、札幌市補助金等の事務取扱に関する規程

他都市の状況

指定都市・特別区をはじめ、多くの市町村で障がい者団体への補助を実施している。

実施結果

適正に補助を実施した。

事業実施における
工夫点

適正に補助を実施している。

対象者 障がい者、社会福祉法人等の障がい者団体 開始 0 年度 終了

事業の性質

事
業
内
容

実施形態

目的

短期

障がい者の社会的活動等の推進及び市民の障がい者への理解促進を図る。

長期

障がい者の社会的活動等の推進及び市民の障がい者への理解促進を図る。

取組内容

社会福祉法人等障がい者団体が公益的活動を行うために必要な費用や、障がい者に関係する各種事業等に対し
補助金を交付する。

211-2936

施策名
－

アクションプラン 戦略ビジョン

事業名 障がい者福祉活動助成費

評価担当課
所属名 保）障がい保健　障がい福祉課

課長名 木下 担当者名 加藤 電話番号

事業評価調書

年度 令和3年 会計コード 10 一般 事業コード 20276



◎検証（振り返り）

□ 企画 ■ 実施 □ 評価 □ 対象外 □ 回答 □ 反映

● A ○ B ○ C ○ 評価省略対象事業・前年度実施なし

千
円

● A ○ B ○ C ○ 評価省略対象事業・前年度実施なし

○ 改善 ● 現状維持 ○ 休止・廃止

○ 拡充 ● 現状維持 ○ 縮小 ○ その他

千
円

今回の評価

評価の理由
障がい当事者を会員とする団体等の安定的な運営及び障がい者の福祉増進に係る事業の円滑な実施を図
るための補助であり、障がい者の社会活動等の促進と理解促進に寄与しているものと考えている。

次年度の
取組の
方向性・
改善内容

事業
内容

事業の継続により、安定的に障がい者福祉の向上を進めていく。

予算
当該補助金は、障がい者団体等の安定的な運営に不可欠なため、予
算規模を維持し、事業を継続していく必要がある。 見直し効果額 0

前回の評価

今年度取り組んだ
見直し内容

なし
見直し効果額

（前年度）
0

市民参加の実施 市民参加結果への対応

今後の改善点

各団体の活動状況を把握し、補助金の適切な執行を確認していく必要がある。

事業の実施手法
（事業の効率性、

実施主体は適切か）
A

各障がい者団体等が主体的に創意工夫を行い、効果的に事業を運営している。

対象者の満足度
（対象者のニーズ
に応えているか）

A

障がい当事者を会員とする団体等の安定的な運営及び障がい者の福祉増進に係る事業の円滑
な実施を図るための補助であり、ニーズに沿った事業が実施されている。

事業の成果
（目的をどの程度
達成できたか）

A

障がい当事者を会員とする団体等への補助により、当該団体等の安定的な運営及び当事者の福
祉増進につながった。

事業規模
（事業ボリューム

は適切か）
A

障がい者団体等の運営に係る必要最小限の補助金を交付している。

項目 判定 理由

成果指標２

指標名

令和2年度実績 令和3年度目標 令和3年度実績 令和4年度目標

成果指標１

指標名

令和2年度実績 令和3年度目標 令和3年度実績 令和4年度目標

15

活動指標２

指標名

令和2年度実績 令和3年度予定 令和3年度実績 令和4年度予定

活動指標１

指標名 障がい者福祉活動助成金の助成団体数

令和2年度実績 令和3年度予定 令和3年度実績 令和4年度予定

15 15 15


